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当局が今夏の節電対策を策定
来庁者、職員の安全衛生の確保を当局が約束！法令違反は組合へ通報を！
ランチシフト・空調の輪番停止は実施せず、エレベータの運転抑制等で障害者へ一定の配慮
自治労県職労の事前協議で一定の前進
　自治労県職労は、昨年の節電対策における問題点（来庁者の安全や職員の健康を軽視した対応）とこれに対する当局の反省（2011年7月7日に労務統括官が謝罪）を踏まえ、事前協議を行ない、①室温及び照度の設定にあたっては、労働安全衛生法令を遵守すること、②ランチシフト・空調の輪番停止は実施しないこと、③エレベータの運転抑制、自動ドア停止等にあたっては障害者や高齢者に配慮すること、

④一律の運用ではなく、施設ごとの実情に応じて柔軟に対応すること、⑤「使用最大電力」の抑制は行わないこと、⑥電力消費を抑制するために、実効ある時間外勤務の抑制が行えるよう、「サマーレビュー等時間外に及ぶおそれのある業務の執行体制の見直し」などを申入れました。
　これに対して当局は、①労働安全衛生法令の遵守、②ランチシフト・空調の輪番停止は実施しない、③エレベータの運転抑制等にあたっての障害者等への配慮、④施設ごとの柔軟な運用、には前向きな姿勢を示し、労働安全衛生法令の遵守・現場への徹底を約束しました。
労使協議中の、見切り発車に強く抗議！

一方、使用最大電力の15％抑制に固執し、業務執行体制の見直しには、消極的な姿勢に終始しました。

　使用最大電力は、各施設において平成22年度の時間ごとのデータが存在しているとは思えず、毎日ピーク時の電力消費量を測定することは困難な作業であり、使用最大電力に固執するあまり、ピーク時の労働安全衛生の確保が疎かになりかねません。

　また、組合との合意前に記者発表したことは、労使の信頼関係を傷つけるものであり強く抗議します。

要所で検証・協議を実施させます
組合員の皆さんには「熱中症予防カード」を配布しますので、職場で安全衛生基準の違反や対策の不備等があれば、組合事務局までご連絡ください。

また、来庁者と職員の安全・健康を担保するため、次の段階での検証と協議を実施させ、必要な場合は誠実な交渉を求めます。
○各所属における計画書が策定された段階での、協議・検証。（昨年の法令違反を踏まえて）

○8月当初に、実施状況を検証するための協議。
節電対策の主なポイント

１．取組期間
7月～9月

２．節電対策のポイント

①目標の設定（上水道及び下水道施設を除く）

	区分
	使用電力量
	使用最大電力

	庁舎系
	▲15％以上（29.4％）
	▲15％以上（29.0％）

	全　体
	▲13％以上（23.5％）
	▲13％以上（29.5％）


（　）内は2011年度実績。
②ランチシフト、空調の輪番停止
・電力需給の改善を踏まえ、ランチシフト、空調の輪番停止は実施しない。
③節電実施計画策定にあたっての配慮
・各部局等の意見を踏まえ、エレベータの運転抑制、トイレの自動ドア停止、温水洗浄便座の使用抑制に当たっては障害者等の利用に配慮する。

３．県施設における節電目標達成に向けた取組
（１）全庁共通の取組

　　県民サービスの維持及び労働安全衛生に配慮しながら、以下の事項に取り組む。

（２）各施設共通の取組
①空調に係る節電

　・執務室等の冷房中の室温を原則28度とすることの徹底（医療機関など生命、健康に関わる施設を除く）

　・空調運転時間の短縮及び使用していないエリアの空調停止
　②照明に係る節電

　・必要な照度（執務室等においては300ルクスを基本とする。）を確保しつつ、各部屋の状況に応じた照明の間引きや、時間帯に応じたスイッチのこまめな入切を徹底
　・照明のＬＥＤ化の推進
　③ＯＡ危機、その他の機器に係る節電

　・プリンタ、コピー機の稼働台数の抑制

　・パソコンのディスプレイの照度調整等の設定変更、スリープモード等の活用の徹底

　・冷蔵庫、電子レンジの効率的な使用

　・コーヒーメーカーの原則使用禁止

　・電気ポットその他の電気機器についてもできる限り使用を抑制

　④共用部分に係る節電

　・廊下、階段、ロビー、トイレ、外灯等の照明の点灯本数を、時間帯に応じ、安全上、管理上適切な範囲で抑制

（３）業務執行に際しての取組

　①クールビズ（軽装）の徹底

　　5月～10月を軽装月間とする。

　②定時退庁・一斉消灯の促進

　　毎水曜日、給料日のほか、職場単位で週1日以上定時退庁日を設定
　③年次休暇の計画的取得の促進

　　夏季休暇に加え年次休暇の計画的取得
　④イベント等での節電の配慮

　⑤節電や停電に伴う健康被害の回避

　　電力逼迫時の緊急的な節電や不測の停電等の健康被害を回避するため、熱中症の予防や対策の周知を徹底するとともに、必要な対策を図る。

グループウェア　ワンポイントアドバイス

自治労県職労は、組合員からの提案を受けて、情報システム検討部会を立ち上げました。職員からグループウェアの使い方がよくわからないといった声も寄せられており、検討会の中で便利な活用方法について検討を行いました。 

今まで、その検討結果を掲載してきましたが、具体的な操作方法について組合員専用ページにて、お知らせします。
第1回目は、「庁内メールの開封確認」の操作です。
使ったことがない方は、一度お試しを！ 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































